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「23秋季年末統一要求」交渉から
24春闘勝利をめざして！！
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職場の声、市町の声を県に届ける

　

    

月   

日
、
滋
賀
自
治
労
連

は   

月   

日
に
提
出
し
た
知
事

宛
の 「  

秋
季
年
末
統
一
要
求

書
」
に
基
づ
く
県
市
町
振
興
課

交
渉
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
県

側
は
田
中
課
長
ほ
か
4
名
が
対

応
し
、
滋
賀
自
治
労
連
か
ら
は

杉
本
委
員
長
（
滋
賀
県
職
）、
江

口
副
委
員
長
（
大
津
市
労
連
）、

波
川
書
記
長
（
豊
郷
町
職
労
）、

辻
田
執
行
委
員
（
日
野
町
職

労
）、
岡
野
推
進
委
員
（
近
江

八
幡
市
職
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
滋
賀
自
治
労
連
は
、
長
引
く

異
常
な
物
価
高
騰
の
も
と
で

は
、
生
計
費
原
則
と
職
務
給
原

則
の
観
点
か
ら
も
公
務
公
共
労

働
者
の
賃
金
水
準
の
大
幅
改
善

が
ま
だ
ま
だ
必
要
で
あ
る
こ
と

（
と
り
わ
け
ベ
テ
ラ
ン
層
や
高

年
層
な
ど
で
は
人
事
院
勧
告
に

よ
る
改
定
額
が
月
額
わ
ず
か

1,
0
0
0
円
で
あ
る
こ
と
）、

再
任
用
職
員
や
会
計
年
度
任
用

職
員
の
抜
本
的
な
処
遇
改
善
な

ど
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
、

　
人
勧
を
踏
ま
え
て
も
依
然
と

し
て
民
間
水
準
を
下
回
る
若
年

層
の
賃
金
改
善
を
図
る
観
点
か

ら
、
県
内
の
す
べ
て
の
自
治
体

で
県
職
員
の
初
任
給
基

準
ま
で
引
き
上
げ
る
こ

と
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
手
当
の
大

く
く
り
化
に
つ
い
て
は
、

滋
賀
県
経
済
及
び
民
間
賃

金
な
ら
び
に
人
材
確
保
・

定
着
の
観
点
と
県
職
員
に

一
律
に
支
給
さ
れ
て
い
る

事
情
な
ど
も
考
慮
し
、
少

な
く
と
も
す
べ
て
の
市
町

で
県
並
み
の
率
を
支
給
す

る
よ
う
、
か
つ
引
き
下
げ

ら
れ
る
自
治
体
が
出
て
来

な
い
よ
う
、
国
な
ら
び
に

人
事
院
に
求
め
る
こ
と
な

ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
給
与
水
準
や
会
計
年
度

任
用
職
員
の
病
気
休
暇
の

有
給
化
な
ど
賃
金
・
労
働

条
件
の
課
題
に
つ
い
て

は
、「
基
本
的
に
各
団
体

が
自
主
的
・
主
体
的
に

決
定
す
べ
き
こ
と
」「
技
術
的
助

言
や
事
例
紹
介
な
ど
の
情
報
提

供
を
す
る
の
が
当
課
の
役
割
」

と
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給

与
改
定
額
の
4
月
遡
及
へ
の
対

応
が
自
治
体
に
よ
っ
て
バ
ラ
つ

き
が
あ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、

「
国
の
通
達
で
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
と
お
り
、
当
課
と
し
て
も
4

月
遡
及
支
給
が
基
本
で
あ
る
こ

と
を
助
言
し
て
い
る
」
と
し
つ

つ
も
、「
最
終
的
な
判
断
は
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
が
行
う
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
い

う
立
場
に
な
い
」
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
課
題
に
つ
い
て
滋

賀
自
治
労
連
は
、「
保
育
士
等
の

処
遇
改
善
事
業
が
拡
が
ら
な

か
っ
た
原
因
の
一
つ
に
、
具
体

的
な
基
準
や
モ
デ
ル
を
県
が
示

し
て
く
れ
な
い
と
、
少
な
い
人

員
で
経
験
や
知
識
の
な
い
市
町

で
は
簡
単
に
は
出
来
な
い
と
い

う
現
場
の
声
が
あ
り
ま
す
」「
都

道
府
県
の
役
割
は
、
市
町
を
応

援
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

で
す
が
、
市
町
の
担
当
者
が
苦

悩
の
末
に
案
を
作
っ
て
県
に
相

談
を
し
て
も
、
法
令
や
基
準
等

を
理
由
に
難
し
い
と
い
う
制
限

ば
か
り
で
、
代
案
を
示
し
て
く

れ
た
り
、
ど
う
し
た
ら
そ
の
問

題
を
解
消
で
き
る
か
を
考
え
て

く
れ
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
部
分
も
、
も
っ
と
私

た
ち
の
側
に
寄
り
添
っ
て
ほ
し

い
。
国
に
対
し
て
必
要
な
意
見

は
あ
げ
て
ほ
し
い
」
と
市
町
の

声
を
届
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
田
中
振
興
課
長

は
、「
住
民
等
へ
の
合
理
的
な
説

明
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
何
か

ら
何
ま
で
ダ
メ
と
言
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
し
ま
し
た
。

　
市
長
会
へ
の
要
請
で
は
明
石

事
務
局
長
が
対
応
し
、
お
も
に

地
域
手
当
の
大
く
く
り
化
を
め

ぐ
る
課
題
や
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
改
定
の
4
月
遡
及
、

病
気
休
暇
の
取
り
扱
い
の
自
治

体
間
格
差
な
ど
に
つ
い
て
要
請

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
滋
賀
自
治
労
連
は
地
域
手
当

の
大
く
く
り
化
に
つ
い
て
、「
県

内
一
律
化
と
同
時
に
、
手
当
が

下
が
る
自
治
体
を
つ
く
ら
な
い

運
動
も
重
要
。
市
長
会
と
し
て

も
各
構
成
団
体
と
連
携
し
て
議

論
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
要
請
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
明
石
局
長
は
、

「
現
状
で
地
域
手
当
は
0
％
の
自

治
体
か
ら    

％
の
自
治
体
ま
で

市
長
会
要
請

　
町
村
会
へ
の
要
請
で
は
猪
飼

事
務
局
長
が
対
応
し
、
主
と
し

て
人
材
確
保
・
育
成
の
課
題
、

地
域
手
当
の
大
く
く
り
化
へ
の

対
応
な
ど
に
つ
い
て
要
請
と
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
滋
賀
自
治
労
連
は
、
と
り
わ

け
保
健
師
、
保
育
士
、
土
木
職

な
ど
専
門
職
の
人
材
確
保
が
危

機
的
状
況
に
瀕
し
て
い
る
こ
と

や
、
県
な
ど
他
の
自
治
体
に
流

失
し
て
い
る
実
態
な
ど
も
指
摘

し
、
県
内
一
律
化
に
向
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
運
動
を
し

て
い
く
こ
と
を
改
め
て
提
起
し

ま
し
た
。

　
猪
飼
局
長
は
、「
町
村
に
と
っ

て
は
死
活
問
題
。
町
村
会
と
し

て
令
和
6
年
度
の
県
予
算
・
施

策
に
関
す
る
要
望
の
な
か
で
も
、

都
道
府
県
単
位
で
同
率
の
支
給

率
に
す
る
よ
う
国
に
働
き
か
け

る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
」
と

し
ま
し
た
。

町
村
会
要
請

19
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2023
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市町振興課交渉

幅
が
あ
る
た
め
、
市
長
会
の
な

か
で
共
通
の
課
題
に
は
な
ら
な

い
。
ど
の
自
治
体
に
も
そ
れ
ぞ

れ
の
重
要
課
題
が
あ
り
優
先
順

位
が
異
な
る
の
で
、
統
一
的
な

対
応
や
議
論
に
は
な
ら
な
い
」

と
し
、
町
村
会
と
の
課
題
の
違

い
が
鮮
明
に
な
り
ま
し
た
。

令和６年 能登半島地震で被災された皆様に
心からお見舞いを申し上げます

　元日の午後 4 時６分頃、石川を震源とする地震が
発生し、午後4時 10分頃には、石川県能登において、
最大震度７の強い揺れが発生しました。
　1 月 20 日現在の被害状況は、死者 232 人、負
傷者1,279人、住家被害が13,060棟となっており、
今後も捜索や調査が進むにつれて増加するものと思
われます。お亡くなりになられた皆様のご冥福と被
害にあわれた皆様に心からお見舞いを申し上げます。
　滋賀県や県内市町等では発災直後から、捜索、救助、
給水、避難所支援など現地への支援に取り組んでい
ますが、対口支援先となっている能登町の地理的条
件や気象、ライフラインの復旧状況が支援の受け入
れや復旧を困難にしています。

　しかし、「降りやまぬ雨」はありませんし、「吹き
止まぬ嵐」もありません。　長期にわたる支援を覚
悟して、できることから地道に取り組んでいこうで
はありませんか。
　災害関連死についても報道されています。せっか
く地震で助かったいのちを、避難中に落としてはど
うにもなりません。どうか被災者の皆様、まず自分
のいのちを大切にしてください。
　そして、被災地へ応援派遣される皆様も、まず自分
の健康が第一です。応援する職員が倒れていては被災
地の復興などあり得ません。「元気に応援に出発し、
元気に応援から戻ってくる」。これが何より大切です。
被災者のいのちや健康と、応援する職員の健康を第一
に考え、息長く被災地を支援していきましょう。

自治労連が全国の仲間からの
義援金届ける
　自治労連本部は 1 月 22 日、能登半島地震で大き
な被害を受けた石川県庁を訪問し、全国の自治労連
の仲間から寄せられた義援金を届け、現状の進捗や

課題の聞き取りと一日も早い復旧と復興にむけての
懇談を行いました。
　石川県からは出納室長兼会計管理者の中村一弥さ
ん（下の写真左）が対応し、「上下水道の復旧に
2ヶ月くらいかかるので、住民の不安はまだまだ解
消できない。全国から 1,000 人の行政支援が入っ
ているが、まだまだ限られている。１次避難所はま
だ環境が悪く、ビニールハウスに複数世帯で避難し
ている家庭もある」と現状と課題を説明し、「義援
金は全て被災者に届けます」と感謝の言葉が語られ
ました。
　滋賀自治労連は引き続き全国の仲間と連帯し、被
災地支援と義援金の取り組みをすすめます。

滋賀自治労連　
執行委員長　杉本　高
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▶ WEBで
簡単応募が
できます

切
日
を
過
ぎ
て
郵
送
さ
れ
た
方

に
も
当
選
権
あ
り
。
二
次
締
切

当
選
者
は
翌
々
月
号
に
発
表
）

前
号
の
答
え
　

①
竜
の
鼻
②
竜
の
角
③
竜
の
ひ

げ
④
竜
の
し
っ
ぽ
⑤
竜
に
乗
っ

て
い
る
人
の
着
物
の
た
も
と
⑥

右
下
の
雲
の
形
⑦
左
下
の
人
の

マ
フ
ラ
ー

《
3
4
6
号（
二
次
締
切
）当
選
者
3
名 

》

   《
3
4
7
号  （
一
次
・
二
次
締
切
）

 

　
　
　
　
　
　
　  

当
選
者
6
名 

》

   《
3
4
8
号（
一
次
締
切
）当
選
者
6
名 

》

   【
応
募
方
法
】

　
W
E
B
・ハ
ガ
キ
又
は
F
A
X

で
。答
え
、住
所
、氏
名
、単
組
名
、

職
場
の
で
き
ご
と
、
話
題
、
家
族

の
た
よ
り
な
ど
、
ひ
と
こ
と
お

書
き
く
だ
さ
い
。（
匿
名
不
可
）

【
送
り
先
】

〒
５
２
０̶

０
０
５
１

大
津
市
梅
林
一
丁
目
３ ̶

滋
賀
県
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合

F
A
X
０
７
７（
５
２
７
）５
５
２
２

30

1529

く ら し と 統 計
脱炭素
「取り組みたい」が９割

【
問
題
】
A
〜
F
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

１
　
酒
が
飲
め
な
い
た
ち
の
人

3
　
豆
ま
き
の
時
の
掛
け
声

7
　
シ
ベ
リ
ア
や
ア
ラ
ス
カ
地 

　
　
方
に
あ
る
氷
の
凍
土
帯

9   

文…

、平…

、両
袖…

か
？

　
　
蚕
の
繭
か
ら
と
り
ま
す

       

戦…
…

。
応
仁
の…

…
   

　
喜
多
川
歌
麿
は…

…

絵
師

   

　
ヨ
ル
ダ
ン
と
イ
ス
ラ
エ
ル 

　
　
と
の
国
境
に
あ
る
塩
湖

　
　
夕
方
の
太
陽
の
光

      

目
玉
。
ど
ん
ぐ
り…

…
   

　…

愛
、
師…

、
僚…

　
　
握
っ
て
離
さ
な
い
人
も

      

♪
か
ご
め
、か
ご
め
、……

 

　
　
の
正
面
だ
〜
あ
れ

      

値
打
ち
の
な
い
品
物

      

金
・
銀
・
白
金
な
ど
空
気 

　
　
中
で
酸
化
し
に
く
い
金
属

   

　
舞
台
の…

…

が
お
り
る

（
一
次
締
切
）
2
月
　
日
（
木
）

（
二
次
締
切
）
2
月
　
日
（
木
）

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
。（
一
次
締

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

1
　
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
ピ
ア
ノ

　
　
ソ
ナ
タ
第
十
四
番

2
　
濃
い
藍
色

3
　
パ
ン
粉
を
つ
け
た
揚
げ
物

4
　
牛
、
豚
、
鶏
の
心
臓

5
　
欧
州
の
穀
倉
地
帯

6
　 

電
車
が…

…

し
て
遅
刻

8
 
肝
玉
、
胆
力

      

と
れ
ば
と
る
ほ
ど
増
え
る

   

　
オ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ル

   

　
秋
田
県
横
手
地
方
で
有
名 

　
　
な
雪
の
行
事

　
　…

を
出
す
。
辞
め
さ
せ
る

      

物
の
表
面
の
艶

      

野
球
狂
の
詩
の
水
原…

…
 

　
　
病
気
を
研
究
す
る
学
問

      …
…

よ
り
証
拠

      

人
里
に
も
出
没
し
ま
す

11

2021232527 14

17 1012131519212224 26 28 29

18 16

　１位は「地球温暖化への対策に取り
組む企業の商品の購入やサービスの利
用」の 26.6％。次いで、「省エネル
ギー効果の高い家電製品を購入」など

　◎
9
月
に
念
願
の
第
一
子
を

出
産
し
、
夫
婦
で
協
力
し
な
が

ら
子
育
て
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

              

R.
N   

栗
東
市
職

　◎
能
登
の
地
震
が
起
き
、
協

会
よ
り
出
動
要
請
が
あ
り
、
今

後
交
代
要
員
と
し
て
頑
張
っ
て

行
き
ま
す
。

                

K.
H   

滋
賀
県
職

　◎
戦
争
が
な
く
な
り
ま
す
よ

う
に
。

             

Y.
N   

大
津
市
労
連

　◎
今
年
は
び
わ
湖
マ
ラ
ソ
ン

に
挑
戦
し
ま
す
。
初
め
て
の
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
な
の
で
完
走
が
目

標
で
す
。

 
 
 
 
K.
S   

大
津
市
労
連

　
◎
近
江
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

が
熱
か
っ
た
で
す
。
元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
。

             

A.
O   

滋
賀
県
職

　◎
年
が
明
け
、
確
定
申
告
に

向
け
て
ど
ん
ど
ん
忙
し
く
な
っ

て
き
ま
す
。
体
調
に
気
を
付
け

て
い
き
た
い
で
す
。

          

H
.
I   

日
野
町
職
労

　JR 米原駅の改札口を出て東に向かう
と、ほどなく黄色を基調に動物たちの絵
が描かれた「TETTE」の案内掲示が出迎
えてくれます。導かれるまま歩いていく
と、米原市役所 3 階直通の連絡通路です。
まるでカフェかイベント特設会場のよう
なエントランスを違和感と期待感でくぐ
ると、これまでの市役所のイメージを根
底から覆すような、見たことのない景色
が飛び込んできます。なんと制服姿の高
校生たちが、和気あいあいと勉強をして
いるではありませんか。
　そこで滋賀自治労連は 12 月 5 日、ポ
ストコロナの新しい時代の市役所のモデ
ルとして先進的な取り組みを進めている
米原市を訪問し、お話を伺わせていただ
きました。市からは財政契約課の三輪課
長補佐（写真左）と福原主事（写真右）

が対応して
くださいま
した。以下、
概要を報告
します。

市役所で勉強した
ことが学生時代の
思い出に残る
そんな市役所で
ありたい
　波川：一般的に市役所
のイメージは、必要な書
類や相談があるとか、ど
ちらかといえば大人に
とっても敷居の高い場所

だと思います。特に高校生にとっては
無縁の場所だと思うのですが、今も沢
山の高校生たちが勉強をしています。
これは、どなたのご発案ですか？
　福原：特に誰ということではありませ
んが、設計段階から、イベントや市民
活動スペースを確保できる交流エリア
をつくること、新幹線停車駅の特性を
活かすことを意識して形にしてきまし
た。
　三輪：平尾市長は常々、「学生に寄り
添う」というスタンスで、「学生時代に
市役所で勉強していたという思い出の 1
ページをつくれるような市役所であり
たい」と申していますので、米原高校
の定期試験期間などの混雑時には会議
室が空いていれば自習室として開放し
ています。しかし、まさかここまで好
評になるとは思っていませんでした。

自分もここで勉強して良かった
ので米原市職員になる道を選
んだ
　波川：「学生に寄り添う」ですか。素
敵ですね。しかし、これだけ沢山の学生
が利用しているなら、ここで勉強して社
会人になった若者が将来米原市に就職し
てくれると嬉しいですよね。
　三輪：実は、福原はこの春に入ってく
れたのですが、まさに今おっしゃってい
ただいた感じです。
　波川：ええ！？凄いじゃないですか。
福原さんは、なぜ米原市で働くことを選
ばれたのですか？
　福原：大学生の頃、ここでよく勉強を
させてもらいましたが、すごく良かった
ので、自分もここで働いて自分が感じた
ような気持ちを伝えていく仕事がしたい
と思いました。
　波川：ぜひ今後も、その気持ちを大事
に頑張ってくださいね。もう十分、学生
に寄り添っていただいていると思うので
すが、何か今後の計画やビジョンがあれ
ばお聴かせください。
　三輪：単なる学習スペースとしてだけで
なく、若者の活動発信の場、多様性を認め
合いながら交流できる場として、より広く
市民の皆さんに気軽に利用してもらえる
ようにしていきたいと考えています。

TETTEの名称の由来は？
　波川：TETTE という名称の由来
を教えてください。
　福原：１つは、「～してって」
に由来します。寄ってってという
口語感で、親しみとポップ感を出

しています。２つめは、「手と手をつなぐ」という
市の政策目標への思いを込めています。また、災
害時など帰宅困難者が出た場合にも、コンベンショ
ンホールを開放して受け入れることもできます。
　３つめは、フリー Wi-Fi の設置など TELEWORK
を連想しています。コロナ禍のもと、テレワーク
やオンライン会議が急速に普及しましたが、コワー
キングスペースを増設して市民ニーズに対応して
きました。学生だけではなく、会社員の方なども
ズーム会議や打ち合わせに利用されています。観
光案内所も併設してあるので、観光客の方にも気
軽にご利用いただけます。

高校生が和気あいあいと集う市役所
交通の要衝の利点を生かし、人と未来をつなぐ自治体

コ ロ ナ 克 服 ！ 新 時 代 開 拓 ！！

米原市第 3回第 3回

なぜここで勉強するのですか？
　高校生：電車のアクセスが良い。駅にパン屋と
コンビニがあり便利。ワイファイもあるし、携帯
の充電も出来て便利。家だと色々誘惑があって負
けてしまうけど、ここだとみんな頑張っているの
で自分も集中できる。友達と教え合って効率良く
勉強できる。トイレがきれいで嬉しい。等々

高校生たちへのインタビュー
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